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農
林
水
産
省
は
、
６
月
13
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
２
０
２
５
（
骨
太
の
方
針
２
０
２
５
）
」
及
び
８
月
８
日
に
閣
議
了
解

さ
れ
た
「
令
和
８
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
令
和
８
年
度

当
初
予
算
の
概
算
要
求
を
行
い
ま
し
た
。 

国
の
要
求
額
は
一
般
会
計
で
１
２
０
兆
円
を
超
え
過
去
最
大
と
な
る
中
、
農
林

水
産
予
算
総
額
で
は
対
前
年
度
比
１
１
７
・
１
％
の
２
兆
６
５
８
８
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
う
ち
公
共
事
業
費
が
８
１
８
８
億
円
（
対
前
年
度
比
１
１
７
・

５
％
）
、
非
公
共
事
業
費
が
１
兆
８
４
０
０
億
円
（
対
前
年
度
比
１
１
６
・
９
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
表―

１
） 

林
野
庁
関
係
予
算
で
は
、
非
公
共
を
含
む
要
求
額
は
約
３
４
５
８
億
円
（
対
前

年
度
比
１
１
２
・
７
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
一
般
公
共
事
業
費
は
約
２

２
２
４
億
円
で
、
内
訳
は
治
山
事
業
費
が
約
７
３
９
億
円
、
森
林
整
備
事
業
費
が

約
１
４
８
５
億
円
で
い
ず
れ
も
対
前
年
度
比
１
１
８
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
表―

２
） 

ま
た
、
本
年
度
の
概
算
要
求
に
お
い
て
も
「
食
料
安
全
保
障
強
化
政
策
大
綱
」

を
踏
ま
え
た
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
対
応
に
関
す
る
経
費
、
「
第
１
次

国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」
に
係
る
経
費
及
び
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政

策
大
綱
」
を
踏
ま
え
た
農
林
水
産
分
野
に
お
け
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成

過
程
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
概
算
要
求
は
９
月
か
ら
財
務
省
と
協
議
を
行
い
、
年
末
に
は
概
算
決
定
さ

れ
年
明
け
の
国
会
で
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

                       

 
 

令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
の
概
要 

表－１

総　括　表 （単位：億円）

区　　　　分
７　年　度
予　算　額

８　 年　 度
要求・要望額

対前年度比

　農林水産予算総額 22,706  26,588  117.1%  

　　１．公共事業費 6,966  8,188  117.5%  

　　　　一般公共事業費 6,786  8,008  118.0%  

　　　　災害復旧等事業費 180  180  100.0%  

　　２．非公共事業費 15,741  18,400  116.9%  

（注）１　金額は、関係ベース。

　　　２　計数整理の結果、異動を生じることがある。

　　　３　計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

令和８年度　農林水産予算概算要求の骨子
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表―２

（単位：百万円）

区　　　　分
令和７年度
当初予算額

令和８年度
概算要求額

対前年度比

　　公共事業費 197,343  231,750  117.4%  

　　　一般公共事業費 188,018  222,425  118.3%  

　　　　治 山 事 業 費 62,453  73,882  118.3%  

　　　　森林整備事業費 125,565  148,543  118.3%  

　　　災害復旧等事業費 9,325  9,325  100.0%  

　　非公共事業費 109,487  114,012  104.1%  

合　　　　計 306,830  345,762  112.7%  

（注）１　上記のほか、農山漁村地域整備交付金の中で、林野関係事業を措置している。

　　　２　金額は、関係ベース。

　　　３　計数は、四捨五入のため、端数において合計とは一致しないものがある。

　　　※　「食料安全保障強化政策大綱」を踏まえた食料安全保障の強化に向けた対応に係る経費、「第１次国土

　　　　　強靱化実施中期計画」に係る経費及び「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」を踏まえた農林水産分野にお

　　　　　ける経費については、予算編成過程で検討。

令和８年度　林野庁関係予算概算要求の概要
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７
月
10
日
（
木
）
の
林
土
連
三
役
会
議
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
予
算
の
要
望

書
を
決
議
し
、
会
長
、
副
会
長
が
農
林
水
産
省
に
出
向
い
て
林
野
庁
幹
部
等
に
予

算
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

小
坂
善
太
郎
林
野
庁
長
官
、
谷
村
栄
二
次
長
、
清
水
浩
太
郎
林
政
部
長
、
齋
藤

健
一
森
林
整
備
部
長
、
長
﨑
屋
圭
太
国
有
林
野
部
長
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
執
務
室

で
直
接
要
望
書
を
お
渡
し
し
、
意
見
交
換
を
含
め
て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。 

各
幹
部
か
ら
は
、
林
土
連
の
予
算
確
保
に
関
す
る
要
望
活
動
や
災
害
発
生
時
の

迅
速
な
対
応
へ
の
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
、
人
件
費
や
資
材
価
格
が
高
騰
す
る
中
、

林
野
公
共
事
業
予
算
の
確
実
な
確
保
に
向
け
て
林
野
庁
あ
げ
て
し
っ
か
り
と
取

り
組
み
た
い
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
林
政
課
長
を
は
じ
め
関
係
各
課
長
と
室
長
に
も
予
算
要
望
を
行
い
ま
し

た
。 林

野
庁
幹
部
の
皆
様
に
は
、
大
変
お

忙
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
算
確

保
や
各
種
施
策
の
取
り
組
み
に
対
す
る

意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
き
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

林
土
連
で
は
、
12
月
の
概
算
決
定
に

向
け
て
こ
う
し
た
予
算
要
望
活
動
を
引

き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。 

 

令
和
８
年
度
予
算
の
要
望
活
動
を
実
施 

小坂林野庁長官に要望 
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８
月
26
日
（
火
）
に
、
今
年
度
２
回
目
と
な
る
森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議

員
連
盟
の
総
会
が
参
議
院
議
員
会
館
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
第
１

回
目
の
総
会
は
、
５
月
19
日
に
開
催
さ
れ
、
林
土
連
か
ら
新
谷
会
長
及
び
堂
本
専

務
理
事
が
出
席
）
。 

こ
の
総
会
に
は
、
山
口
俊
一
議
連
会
長
を
は
じ
め
18
名
の
国
会
議
員
（
代
理
出

席
を
含
め
約
50
名
）
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

農
林
水
産
省
か
ら
は
滝
波
宏
文
副
大
臣
、
林
野
庁
か
ら
は
小
坂
善
太
郎
長
官
を

は
じ
め
、
齋
藤
健
一
森
林
整
備
部
長
、
長
﨑
屋
圭
太
国
有
林
野
部
長
、
土
居
隆
行

計
画
課
長
、
諏
訪
幹
夫
整
備
課
長
、
村
上
幸
一
郎
治
山
課
長
、
岡
村
篤
憲
業
務
課

長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
関
係
団
体
か
ら
、（
一
社
）
日
本
治
山
治
水
協
会
、（
一
社
）
全
国
森

林
土
木
建
設
業
協
会
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会
の
会
長
及
び
専
務
理
事
等
が
出
席

す
る
中
、
当
協
会
か
ら
は
泉 

巌
副
会
長
、
堂
本 

整
専
務
理
事
が
出
席
し
ま
し

た
。 

 

総
会
で
は
、
山
口
会
長
か
ら
「
今
年
は
九
州
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
線
状
降
水

帯
が
発
生
す
る
な
ど
気
候
変
動
の
影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
第
１
次
国
土
強

靱
化
実
施
中
期
計
画
も
踏
ま
え
、
森
林
整
備
・
治
山
対
策
を
強
力
に
推
進
す
る
必

要
が
あ
る
。
林
野
公
共
事
業
予
算
の
増
額
確
保
に
向
け
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

続
い
て
、
滝
波
農
林
水
産
副
大
臣
の
激
励
の
ご
挨
拶
の
後
、
全
森
建
の
山
藤
会

長
、
当
協
会
の
泉
副
会
長
、
全
森
連
の
中
崎
代
表
理
事
会
長
が
要
望
陳
述
を
行
い

ま
し
た
。 

泉
副
会
長
か
ら
は
、
「
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
、
九
州
や
本

州
の
日
本
海
側
を
中
心
に
山
地
崩
壊
等
の
災
害
が
発
生
し
た
。
こ
の
よ
う
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
我
々
は
現
場
に
一
番
に
駆
け
つ
け
、
地
域
住
民
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
で

は
、
山
村
地
域
の
人
手
不
足
や
高
齢
化
に
よ
り
、
十
分
な
現
場
作
業
員
の
確
保
が

困
難
と
な
る
中
、
建
設
資
材
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
企
業
の
経
営
環
境
は
一
層
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
山
村
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
「
災
害
に
強

い
健
全
な
森
林
づ
く
り
」
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め

に
も
林
野
公
共
事
業
予
算
の
中
長
期

的
な
確
保
と
適
正
な
利
潤
の
確
保
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
力
強
い
ご
支
援

を
賜
り
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

次
に
、
齋
藤
森
林
整
備
部
長
よ
り
、

森
林
整
備
事
業
・
治
山
事
業
の
推
進

森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟 

総
会
が
開
催
さ
れ
る 

滝波農林水産副大臣 

山口議連会長 

泉 副会長 
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に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、
決
議
文
を
採
択
し
総

会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 
な
お
、
９
月
10
日
に
は
、
採
択
さ
れ
た
決
議
文
を
も
っ
て
山
口
会
長
は
じ
め
11

名
の
国
会
議
員
が
加
藤
勝
信
財
務
大
臣
を
訪
れ
、
林
野
公
共
事
業
予
算
の
確
保
に

つ
い
て
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

              

９
月
９
日
（
火
）
令
和
７
年
度
第
２
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
新

谷
龍
一
郎
会
長
か
ら
「
今
年
の
梅
雨
は
雨
が
少
な
く
、
各
地
で
水
不
足
に
よ
る
農

作
物
な
ど
へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
な
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
転
し
て

８
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
九
州
や
東
北
、
北
海
道
で
も
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、

長
時
間
激
し
い
雨
が
降
っ
た
地
域
で
は
、
山
地
崩
壊
等
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し 

         

た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
会
員

の
被
災
直
後
か
ら
の
応
急
復
旧
工
事
や
国
有
林
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
先
月
26
日
に
は
「
森
林
整
備
・
治

山
事
業
促
進
議
員
連
盟
」
の
総
会
が
参
議
院
議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
山
口
俊
一

会
長
を
は
じ
め
多
く
の
国
会
議
員
や
林
野
庁
長
官
な
ど
多
数
の
林
野
庁
幹
部
が

出
席
す
る
中
、
来
年
度
予
算
の
確
実
な
確
保
に
向
け
た
決
議
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ

数
年
は
、
補
正
予
算
を
含
め
て
２
６
０
０
億
円
を
超
え
る
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
が
、
最
近
の
人
件
費
や
建
設
資
材
の
高
騰
を
踏
ま
え
る
と
こ
れ
ま

で
と
同
額
の
予
算
で
は
事
業
量
は
減
少
す
る
こ
と
と
な
る
。
林
土
連
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
現
状
を
し
っ
か
り
訴
え
、
必
要
と
な
る
予
算
の
確
保
に
今
後
と
も
努
め

て
ま
い
る
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
引
続
き
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
旨

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

理
事
会
は
、
定
款
に
基
づ
き
新
谷
会
長
が
議
長
と
な
り
、
堂
本
専
務
理
事
が
資

料
に
基
づ
き
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

 

審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。 

第
２
回
理
事
会
を
開
催 

議連総会の状況 

新谷会長 

理事会の状況 

山口会長はじめ 11 名の国会議員が

財務大臣へ予算要望 
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（1） 

令
和
７
年
度
林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て 

10
月
22
日
（
水
）
～
23
日
（
木
）
、
長
野
県
軽
井
沢
町
に
お
い
て
技
術
現
地

研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
長
野
林
業
土
木
協
会
の
協
力
の
も
と
準

備
を
進
め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（2） 

林
土
連
青
年
交
流
会
（
仮
称
）
発
足
検
討
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て 

 
 

令
和
７
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
い
て
青
年
経
営
者
等
の
連
合
組
織
で
あ
る

「
林
土
連
青
年
交
流
会
（
仮
称
）
」
の
発
足
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、「
青
年
交

流
会
発
足
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

 

報
告
・
説
明
事
項
は
次
の
と
お
り
。 

① 

業
務
執
行
状
況
報
告
に
つ
い
て 

② 

重
大
災
害
の
発
生
に
つ
い
て 

③ 

令
和
７
年
度
技
術
・
安
全
対
策
実
施
方
針
に
つ
い
て 

④ 

令
和
７
年
度
林
土
連
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
等
の
開
催
に
つ
い
て 

⑤ 

自
由
民
主
党
森
林
整
備
・
治
山
事
業
促
進
議
員
連
盟
の
総
会
に
つ
い
て 

⑥ 

令
和
８
年
度
林
野
公
共
事
業
予
算
の
要
望
活
動
に
つ
い
て 

 

理
事
会
終
了
後
は
、
林
野
庁
の
岡
村
篤
憲
業
務
課
長
と
藤
原 

司
企
画
官
か
ら
、

林
野
庁
の
令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
や
最
近
の
林
野
情
勢
等
に
つ
い
て
ご
説

明
を
頂
き
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

最
初
に
、
岡
村
業
務
課
長
か
ら
、
ご
挨
拶
に
続
け
て
、
８
月
末
に
財
務
省
に
提

出
し
た
令
和
８
年
度
予
算
概
算
要
求
の
概
要
に
つ
い
て
、
次
に
藤
原
企
画
官
か
ら
、

治
山
・
林
道
事
業
を
巡
る
諸
情
勢
や
改
正
建
設
業
法
に
基
づ
く
労
務
費
の
基
準
、

請
負
事
業
体
等
の
重
大
災
害
の
発
生
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ご
多
忙
の
中
、
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
お
話
を
い
た
だ
い
た
岡
村
業
務
課
長
、

藤
原
企
画
官
に
は
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

            

９
月
９
日
の
第
２
回
理
事
会
に
併
せ
て
、
第
23
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

を
海
運
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 

平
成
26
年
７
月
に
発
足
し
た
林
土
連
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
は
、
発
足

以
降
毎
年
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
の
開
催
の
ほ
か
、
各
協
会
が
実
施
す
る
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
委
員
会
で
は
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
来
る
11
月
18
日

（
火
）
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
か
、
令
和
６
年
度
に
各
協
会
が
実
施
し
た
社
会
貢
献
活
動
を
取
り
ま
と

め
た
冊
子
を
発
行
し
関
係
機
関
に
配
布
し
た
こ
と
、
各
林
業
土
木
協
会
が
行
っ
た

社
会
貢
献
活
動
の
う
ち
特
に
優
秀
な
取
り
組
み
３
点
（
旭
川
協
会
、
北
見
協
会
、

林野庁 岡村業務課長 

第
23
回
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会 

を
開
催 

林野庁 藤原企画官 
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青
森
協
会
）
を
選
定
し
表
彰
を
行
っ
た
こ
と
、
各
協
会
の
活
動
を
林
土
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
情
報
発
信
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。 

 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
活
動
は
、
毎
年
同
じ

よ
う
な
内
容
で
地
道
な
取
組
に
な
り
が
ち

で
す
が
、
法
令
遵
守
と
企
業
倫
理
の
確
立
に

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
林
土
連
で
は
各

協
会
と
協
力
し
な
が
ら
引
き
続
き
活
動
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

    

９
月
10
日
（
水
）
、
都
内
会
議
室
に
お
い
て
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

事
務
局
長
会
議
は
、
例
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
理
事
会
に
併
せ
て
開
催
し
て

お
り
、
今
年
も
第
２
回
理
事
会
の
翌
日
に
開

催
し
、
各
協
会
の
事
務
局
長
が
出
席
し
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
に
関
す
る
知
識
の
向
上
と
相
互

理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

会
議
で
は
、
10
月
に
長
野
県
軽
井
沢
町
で

予
定
し
て
い
る
林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
に

つ
い
て
、
長
野
林
業
土
木
協
会
の
永
井
事
務

局
長
か
ら
研
修
会
の
流
れ
や
留
意
事
項
等
に

つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

事
務
局
長
会
議
の
中
で
例
年
開
催
し
て
い
る
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会
で
は
、

今
年
は
森
林
総
合
研
究
所
林
業
工
学
研
究
領
域
省
力
化
技
術
研
究
室
の
鈴
木
秀

典
室
長
を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
路
網
の
現
状
と
森
林
総
研
に
お
け
る
路
網
研
究
」

と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
演
は
、
歴
史
を
遡
っ
た
木
材
輸
送
手
段
の
変
遷
、
林
道
の
は
じ
ま
り
、
こ
れ

ま
で
の
路
網
開
設
の
歩
み
、
路
網
の
維
持
管
理
と
現
状
、
災
害
へ
の
対
応
、
代
替

路
へ
の
活
用
な
ど
、
路
網
の
開
設
の
あ
ゆ
み
と
維
持
管
理
の
現
状
に
つ
い
て
ご
説

明
が
あ
り
、
森
林
総
研
に
お
け
る
路
網
研
究
に
つ
い
て
、
施
行
、
計
画
、
排
水
、

災
害
に
つ
い
て
の
研
究
の
概
要
が
、
最
後
に
林
道
の
輸
送
効
率
の
向
上
（
林
道
の

高
規
格
化
）
、
省
力
化
・
低
コ
ス
ト
化
・
災
害
対
応
に
対
応
し
た
維
持
管
理
、
森
林

サ
ー
ビ
ス
産
業
や
代
替
路
と
し
て
の
多
用
途
利
用
な
ど
、
今
後
の
路
網
に
求
め
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

林
道
を
含
む
路
網
に
つ
い
て
、
幅
広
い
講
演
内
容
で
、
知
識
の
向
上
に
大
い
に

役
立
つ
有
意
義
な
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

改
め
て
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
鈴
木
様
に
は
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

        

 

事
務
局
長
会
議
を
開
催 

コンプライアンス委員会 

 

森林総研 鈴木室長 

講演会の様子 

事務局長会議 
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躍
動
す
る
大
地
、
多
彩
な
魅
力
、
未
来
を
拓
く
技
術 

北
海
道
新
冠
町
か
ら
の
招
待
状 

 

ケ
イ
セ
イ
マ
サ
キ
建
設
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

正
木 

健
太 

（
札
幌
林
業
土
木
協
会
） 

 

生
命
の
息
吹
と
豊
か
な
大
地
、
そ
し
て
人
々
の
営
み 

新
冠
町
（
に
い
か
っ
ぷ
ち
ょ
う
）
は
、
北
海
道
日
高
地
方
に
位
置
し
、
太
平
洋

の
恵
み
と
日
高
山
脈
の
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
す
。 

約
５
３
０
０
人
（
２
０
２
５
年
４
月
現
在
）
の
人
々
が
こ
の
豊
か
な
大
地
で
そ

れ
ぞ
れ
の
営
み
を
紡
い
で
い
ま
す
。
日
本
屈
指
の
軽
種
馬
（
競
走
馬
、
ウ
マ
娘
）

の
生
産
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
広
大
な
牧
草
地
が
織
り
な
す
風
景
は
、
ま
さ
に

「
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
銀
座
」
と
称
さ
れ
る

壮
観
さ
で
す
。
春
に
は
桜
並
木
が
町
を

彩
り
、
夏
に
は
涼
や
か
な
風
が
吹
き
抜

け
、
秋
に
は
紅
葉
が
山
々
を
染
め
上

げ
、
冬
に
は
一
面
の
銀
世
界
が
広
が
り

ま
す
。
四
季
折
々
の
美
し
い
景
観
は
、

写
真
愛
好
家
や
自
然
を
求
め
る
人
々

に
と
っ
て
格
別
な
魅
力
で
す
。 

多
彩
な
食
と
文
化
の
体
験 

新
冠
町
の
魅
力
は
、
豊
か
な
自
然
が
育

む
食
文
化
に
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。
肥
沃

な
大
地
で
育
ま
れ
た
新
鮮
な
ピ
ー
マ
ン

は
、
北
海
道
内
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
生
産
量

で
す
。
太
平
洋
で
水
揚
げ
さ
れ
る
海
の
幸

は
、
風
味
豊
か
で
訪
れ
る
人
々
の
舌
を
唸

ら
せ
ま
す
。 

そ
の
な
か
で
も
特
に
、
道
の
駅
サ
ラ
ブ

レ
ッ
ド
ロ
ー
ド
新
冠
で
味
わ
え
る
ピ
ー
マ

ン
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
は
、
意
外
な
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
も
地
元
で
人
気
の
逸
品
で

す
。 文

化
的
な
魅
力
も
豊
富
で
す
。
世
界
的
な
彫
刻
家
で
フ
ラ
ン
ス
の
幻
想
絵
画
の

鬼
才
と
し
て
も
活
躍
す
る
「
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
デ
ィ
マ
シ
オ
」
や
安
田
侃
（
や
す
だ

か
ん
）
氏
の
作
品
を
展
示
す
る
「
デ
ィ
マ
シ
オ
美
術
館
」
は
、
自
然
と
ア
ー
ト
が

融
合
し
た
空
間
で
、
訪
れ
る
人
々
に
深
い
感
動
を
与
え
ま
す
。
広
大
な
敷
地
に
点

在
す
る
彫
刻
作
品
は
、
自
然
光
の
中
で
様
々
な
表
情
を
見
せ
、
見
る
者
の
心
を
捉

え
て
離
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
美
術
館
に
は
ギ
ネ
ス
世
界
一
の
大
き
さ
を
誇

る
油
絵
「
生
の
賛
歌
」
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
圧
倒
的
な
ス
ケ
ー
ル
と
迫
力

は
必
見
で
す
。 

ま
た
、
町
内
に
は
競
走
馬
に
関
す
る
情
報
発
信
拠
点
で
あ
る
「
新
冠
町
レ
・
コ

ー
ド
館
」
が
あ
り
、
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
帰
り
温
泉
施
設
「
レ
・
コ
ー
ド
温
泉
」
で
は
、
旅
の
疲
れ
を
癒
し
、

地
元
の
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

会
員
か
ら
の
声 

生まれたての 
サラブレッドの仔馬 

道の駅で人気の 
ピーマンソフトクリーム 



             林 土 連 会 報           10 

 

         

ケ
イ
セ
イ
マ
サ
キ
建
設
株
式
会
社 

-
 

革
新
の
技
術
で
地
域
を
未
来
へ
繋
ぐ 

-
 

私
た
ち
ケ
イ
セ
イ
マ
サ
キ
建
設
は
、
こ
の
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
新
冠
町
を

拠
点
に
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
建
設
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
創
業

以
来
、
土
木
工
事
、
建
築
工
事
、
舗
装
工
事
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
高
い
技
術
力

と
豊
富
な
経
験
を
培
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

          

近
年
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
（
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
）
分
野
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施

工
の
内
製
化
を
積
極
的
に
推
進

し
、
生
産
性
の
向
上
と
効
率
的
な

現
場
管
理
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
も
対
応
し
、

設
計
段
階
か
ら
施
工
、
維
持
管
理
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
た
情
報
連
携
に
よ
り
、

よ
り
高
品
質
で
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

ま
た
、
働
き
方
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
Ａ
Ｉ
・
遠
隔
臨
場
を
活
用
し
た
現
場
管
理
の
導

入
も
進
め
て
お
り
、
安
全
性
と
効
率
性
を
両
立
し
た
次
世
代
の
建
設
現
場
の
実
現

に
努
め
て
い
ま
す
。 

          

世界最大の油絵 

（ディマシオ美術館） 

 

まもなく開通の 
新冠インターチェンジ 

レ・コード温泉 
ＩＣＴで施工した日高自動車道 

ドローンによる測量 

３次元モデルデータ 

ＡＲ（拡張現実） 
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積
極
的
な
情
報
発
信
と
地
域
と
の
連
携 

私
た
ち
は
、
地
域
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
そ
の
活

動
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
ま
す
。「X

」
、「I

n
s
t
a
g
r
a
m

」
、「Y

o
u
T
u
b
e

」
、

「T
i
k
T
o
k

」
と
い
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況

や
最
新
技
術
の
紹
介
、
地
域
の
魅
力
な
ど
を
発
信
し
、
地
域
社
会
と
の
繋
が
り
を

深
め
て
い
ま
す
。 

 

新
た
な
発
展
の
潮
流 

-
 

日
高
自
動
車
道
新
冠
IC
開
通
に
よ
る
未
来 

-
 

現
在
、
日
高
自
動
車
道
の
延
伸
工
事
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
７
年
度
内
に
は
待

望
の
新
冠
IC
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
が
開
通
予
定
で
す
。
こ
の
IC
の
開
通
は
、

新
冠
町
に
と
っ
て
新
た
な
発
展
の
大
き
な
契
機
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
道
内
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
観
光
客
の
増

加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
豊
か
な
自
然
、
躍
動
す
る
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
、
個
性
的
な
食

文
化
、
そ
し
て
ア
ー
ト
や
温
泉
の
魅
力
が
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
物
流
の
効
率
化
は
地

域
経
済
の
活
性
化
に
繋
が
り
、
人
々
の
交
流
促

進
は
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
で
し
ょ
う
。 

ケ
イ
セ
イ
マ
サ
キ
建
設
は
、
こ
の
新
た
な
時

代
の
幕
開
け
に
際
し
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

技
術
力
と
革
新
的
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
安

全
で
快
適
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。
地
域
と
共
に
成
長
し
、
未
来
へ
と
繋

が
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、

私
た
ち
は
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

６

 

月

 

２

 

日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

７

 

月

 

７

 

日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

７

 

月
10
日
（
木
） 

三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

８

 

月

 

４

 

日
（
月
） 

事
務
局
長
定
例
会
議
（
リ
モ
ー
ト
） 

９ 

月

 

９

 

日
（
火
） 

第
２
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

９ 

月
10
日
（
水
） 

事
務
局
長
会
議
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

   

10
月

 

９
日
（
木
） 

第
２
回
技
術
・
安
全
委
員
会
（
山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
） 

10
月
22
日
（
水
） 

林
土
連
技
術
現
地
研
修
会
（
軽
井
沢
町
） 

 

～

 

23
日
（
木
） 

 

11
月
17
日
（
月
） 

技
術
担
当
者
連
絡
協
議
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

11
月
18
日
（
火
） 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
講
習
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

労
働
災
害
防
止
研
修
会
（
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
赤
坂
見
附
） 

11
月
19
日
（
水
） 

２
０
２
５
治
山
・
林
道
の
つ
ど
い
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

12
月

 

４

 

日
（
木
） 

第
３
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

 
 令

和
８
年 

１

 

月
22
日
（
木
） 

第
１
回
理
事
会
、
三
役
会
議
（
海
運
ク
ラ
ブ
） 

２

 

月
17
日
（
火
） 

令
和
８
年
度
定
時
総
会
及
び
関
連
行
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町
） 

●

 

● 

協 

会 

の 

主 

な 

動 

き 

●

 

● 

●

 

● 

今 

後 

の 

予 

定 

●

 

● 

建設が進む新冠インターチェンジ 
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◎ 
７
月
１
日
付
け
で
林
野
庁
及
び
森
林
管
理
局
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
掲
載
は
林
業
土
木
関
係
者
の
み
、
敬
称
略
） 

 

７
月
１
日
付
け 

【
林
野
庁
関
係
】 

 

長
官 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
坂
善
太
郎 

 

次
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

谷
村 

栄
二 

 

森
林
整
備
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

齋
藤 

健
一 

 

森
林
整
備
部
計
画
課
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

土
居 

隆
行 

 

森
林
整
備
部
整
備
課
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

諏
訪 

幹
夫 

 
 

国
有
林
野
部
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
﨑
屋
圭
太 

 
 

国
有
林
野
部
経
営
企
画
課
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
石
井 

 

洋 

 

【
森
林
管
理
局
関
係
】 

 

東
北
森
林
管
理
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

箕
輪 

富
男 

 

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
口 

直
紀 

 

四
国
森
林
管
理
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

田
中
晋
太
郎 

九
州
森
林
管
理
局
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

眞
城 

英
一 

 
 

 

 
 

 

◎ 

今
年
は
梅
雨
が
異
例
の
早
さ
で
過
ぎ
去
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
早
く
か
ら
猛
暑

に
見
舞
わ
れ
、
全
国
各
地
で
記
録
的
な
暑
さ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
気
の

状
態
が
不
安
定
な
中
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
等
に
よ
る
局
地
的
な
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
各
地
で
山
地
崩
壊
や
浸
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

◎ 

気
候
変
動
の
影
響
と
思
わ
れ
る
近
年
の
自
然
災
害
は
、
激
甚
化
と
と
も
に
広

域
・
多
発
化
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
被
災
地
の
復
旧
対
策

は
も
と
よ
り
、
事
前
防
災
や
減
災
の
観
点
か
ら
、
災
害
に
強
い
健
全
な
森
林
づ

く
り
に
よ
る
緑
の
国
土
強
靱
化
の
推
進
が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月

に
は
第
１
次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
人
件
費

や
建
設
資
材
の
高
騰
に
対
応
し
た
十
分
な
予
算
が
、
別
枠
で
切
れ
目
な
く
確
保

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

◎ 

林
土
連
は
、
令
和
８
年
度
予
算
に
お
い
て
も
林
野
公
共
事
業
予
算
の
確
保
に

向
け
、
関
係
団
体
や
林
業
土
木
協
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

●

 

● 

林 

野 

庁 

人 

事 

●

 

● 

一
般
社
団
法
人 

日
本
林
業
土
木
連
合
協
会 

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
二―

一
四―

二 

山
王
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
三
階 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
〇
三―

三
五
八
一―

七
七
〇
四 

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
〇
三―

三
五
八
〇―

八
四
〇
三 

h
t
t
p
:
/
/
r
i
n
d
o
r
e
n
.
o
r
.
j
p
 

発
行
者 

 

堂 

本 
 

整 
 

●

 

● 

編 

集 

後 

記 

●

 

● 


